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＜現在の設立状況（2９.2.１）＞ 

まちづくり協議会      2１（22 地区） 

まちづくり協議会準備会   2(3 地区) 

 
Vol.11 

 ２０１７．２ 

12 月 16 日（水曜日） 

まちづくり協議会交流会が開催されました。20 地区のまちづくり協議会から 66 名が参加し、活動の紹介や運営上

の悩みなどを他地区の協議会関係者やコミュニティ・アドバイザーを交えて意見交換を行いました。 

Ｑ.まちづくり協議会と

してどのような活動に

重点を置いて取り組め

ばよいのか？ 

 

Ｑ.既存団体との関

係性や住民の理解

を深めるには？ 

 

Ａ.まちづくり協議会の役割として地域の各団体と協力関

係を築くことも大切。事業の共催や財政的な支援などに

より、地域で活動する団体の後押しをすることもまち協

の重要な役割だと思う。（讃岐アドバイザー） 

 

Ａ.どの地区にもそれぞれ違った魅力や課題が必ずあるは

ず。そういった地区の特徴をもう一度話し合い、既存団

体の活動では不十分な部分や眠っている魅力を活用し、

その地区に合ったまちづくりを進めることが大切だと思

う。（若松アドバイザー） 

 

Ａ.住民の理解を得るには情報発信が重要。まち協の事業や

成果をメディアやＳＮＳ等も活用しながら積極的に発信

することが大切だと思う。(前田アドバイザー) 

 

Ａ．地区内には様々な課題が眠っているはず。その課題を

まち協が主体となり積極的に見つけていくことが重要。

課題が見つかれば新たな活動につながり、より活動が活

発になるはず。（讃岐アドバイザー） 

 

Ａ.今回の交流会のように他地区の意見を聞くことは重要

なこと。こういった会をきっかけに地区同士の交流が進

めば、共同事業や協力関係が生まれ新たな活動につなが

る。（若松アドバイザー） 

 

Ａ.自主財源を確保するとより幅広い活動に取り組めるの

ではないか。収益事業や企業からの協賛金、クラウドフ

ァンディングの活用など、まち協で自主財源の確保に取

り組んでみてほしい。（前田アドバイザー） 

 

Ａ.今回の交流会のように他地区の意見を聞くことは重要

コミュニティ・アドバイザーより 

http://free-line-design.com/?p=529


高
齢
者
の
社
会
的
孤
立 

高
齢
者
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
孤
立
が

社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。 

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
交
流
の
場
や
居

場
所
作
り
が
重
要
で
す
。 

 

高
齢
者
と
ま
ち
づ
く
り 

～
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
～ 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
高
齢
者
の
安
全
対
策
や
認
知
症
予
防
、
健
康
増

進
、
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
対
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
松
山
市
も
、
さ
ら
な
る

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
後
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
と
市
が

協
働
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
高
齢
者
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

現
状
と
他
市
の
取
り
組
み
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

・
松
山
市
の
現
状
と
今
後 

  

総
務
省
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

2015

年
時
点
で
松
山
市

の
高
齢
化
率
は
26.1

％
で
す
が
、

2040

年
に
は
36.1

%

に
達
す

る
予
想
で
す
。
離
島
や
山
間
部
な
ど
地
区
に
よ
っ
て
は
す
で
に

高
齢
化
率
が
50

％
を
超
え
て
い
る
地
区
も
あ
り
高
齢
化
に
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

26.1% 28.6%
31.8%

36.1%

12.6% 14.6%

19.6% 21.4%
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2015年 2020年 2030年 2040年単位：人

松山市の人口と高齢化率の予測

総人口 高齢人口 高齢化率 75歳以上

2016年 12月時点での高齢化率が中島地区 63.9％ 興居島地
区 61％ 五明地区 46.3％ など人口の半分以上が高齢者と
なっている地域もあります。 

 

松
山
市
の
支
援
制
度 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
事
業 

地
域
で
生
活
し
て
い
る
高
齢

者
等
が
気
軽
に
集
ま
り
、
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
生
き
が
い
づ
く
り
・

仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
ま

た
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
す
。

町
内
会
や
自
治
会
単
位
で
組
織

さ
れ
た
団
体
で
の
運
営
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り 

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
で
き
る
支
援

を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
は

地
域
の
中
で
の
た
ま
り
場
、
居
場

所
の
総
称
で
す
。
空
き
家
や
空
き

店
舗
、
自
宅
な
ど
を
利
用
し
て

様
々
な
人
が
交
流
で
き
る
「
場
」

を
提
供
し
ま
す
。
地
域
活
動
へ
参

加
す
る
入
口
と
な
っ
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止

や
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
取
組
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。 

松
山
市
の
支
援
制
度 

・
高
齢
者
向
け
健
康
教
育 

 

保
健
師
や
理
学
療
法
士
、
栄

養
士
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
職
員
が
介
護
予
防
体
操
や
生

活
習
慣
の
改
善
、
食
事
指
導
な
ど

を
行
い
、
高
齢
者
の
方
の
健
康
づ

く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

・
予
防
接
種
の
補
助 

肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
る
際
、
一
部
費
用

を
補
助
し
ま
す
。
肺
炎
で
年
間

12

万
人
の
高
齢
者
が
亡
く
な

っ
て
お
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

歩
こ
う
条
例 

新
潟
県
見
附
市
に
は
「
歩
こ

う
条
例
」
と
い
う
条
例
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
住
民
が
歩
く
こ

と
に
よ
り
健
康
づ
く
り
や
環
境

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
見
附
市
で
は
、
地
域

住
民
と
協
力
し
て
花
壇
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
、
誰

も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
住
民

の
交
流
の
場
を
作
り
、
多
く
の

住
民
が
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た

道
路
の
清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ

を
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
に
委
託
し

て
高
齢
者
の
活
動
の
場
を
作
っ

て
い
ま
す
。 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
高
齢
者
の
み
で
生
活
す
る
世

帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支

え
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

松
山
市
の
支
援
制
度 

・
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業 

徘
徊
の
見
ら
れ
る
高
齢
者
に

小
型
の
電
波
発
信
機
を
装
着
し
、

徘
徊
時
に
速
や
か
に
発
見
し
家

族
へ
連
絡
し
ま
す
。 

・
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等

に
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
緊

急
時
に
受
信
セ
ン
タ
ー
が
迅
速

か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
平
常

時
に
は
相
談
を
受
け
付
け
た
り
、

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。 

安
心
し
て 

徘
徊
で
き
る
ま
ち 

 

福
岡
県
大
牟
田
市
で
は
認
知

症
の
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
福
祉
施
設
の
職
員
を
中
心

に
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
育
成
を
支
援
し
、
小
中
学
校
で

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
に
一

度
市
内

２１

校
区
で
一
斉
に
徘

徊
模
擬
訓
練
を
行
い
認
知
症
の

方
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

74.6%

92.1% 94.9%88.0% 94.8%
96.1%

85.7%

98.1% 99.5%

50%

75%

100%

１人暮らし世帯 夫婦のみの世帯 その他の世帯

出典：平成27年度高齢白書

高齢者世帯の他者との交流

誰かと毎日会話をする 近所づきあいがある

困った時頼れる人がいる

平成 27 年版の高齢白書によると、高齢者のいる世帯のうち１人

暮らしや夫婦のみの世帯では、その他の世帯と比べ、会話や近所

づき合いが少なく、社会から孤立しやすい傾向にあるようです。

また困ったときに頼れる人がいないと答えた高齢者も１人暮らし

の世帯に多く、地域での助け合いが重要となります。 

高齢者が気軽に交流できる場や活躍できる場所をつくり、孤立

を防いでいくことが今後、地域社会に求められていくのではない

でしょうか。 

80.5
86.83

71.1
75.56

50

60

70

80

90

男性 女性
単位：歳

平均寿命と健康寿命

平均寿命 健康寿命

健康寿命とは病気などで日常の生活の制限がされずに、

健康的で自立が出来るという年齢のことです。男性では約

9 年、女性では約 11 年平均寿命との開きがあります。 

9,607 

10,322 
10,783 

12,208 

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

単位：人

認知症による行方不明者数

認知症による行方不明者数

警察庁の統計によると平成 27 年に認知症が原因で行方不

明となった人は 12,208 人にのぼります。これは全行方不明

者のうち約 15％を占め年々増加しています。近年は認知症

の予防だけでなく、認知症になっても自宅で暮らせるよう認

知症の方を支える地域づくりが注目されています。 

特
集 

 

出典：警察庁平成 27 年度行方不明者状況 

出典：平成 27 年度厚労省簡易生命表 

出典：国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口」 

 

〈八坂まち協が運営する“ふれあいカフェ“〉 

地元のお寺と協力して住民の交流の場を 

提供しています。 

    〈石井まち協の“脳トレ“〉 

高齢者の認知症予防を目的に実施してい

ます。 

 

  〈三津浜まち協の“高齢者のつどい“〉 

日頃、閉じこもりがちな高齢者が気軽に集

まれるように実施しています。 

 



 

 

正岡子規・夏目漱石生誕 150 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

設立準備会設立総会 

 

12

月
12

日(

月)

伊
台
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備

会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
松
山
市
で
は
22

番
目
の

設
立
と
な
り
ま
す
。
伊
台
地
区
は

団
地
開
発
な
ど
で
人
口
が
増
加

し
て
い
る
地
区
で
も
あ
り
、
新
旧

の
住
民
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

人口 6,048 人 

世帯数 2,258 世帯 

※H29.1.1 現在 

白石 郁朗 会長 

「伊台を愛するみなさん

と一緒に 1 人でも多くの

人が住んでよかったと思

えるまちづくりを目指し

たい。」 

 

 

 

 

 

 

愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体・愛
え

顔
がお

つなぐえひめ大会 
（9 月 30 日(土)～10月 10 日(火)） (10 月 28 日(土)～10 月 30 日(月)) 

両大会に全国から訪れる方々に自慢できる美しい¨わが

まち¨をみんなで創り出しましょう。すでに生石まち協に

よる「花のおもてなし活動」や新玉まち協の「ＪＲ松山駅周

辺のクリーンアップ活動」など、まち協での取り組みが行わ

れています。 

  

 

2017 年、松山市では「笑顔つなぐえひめ国体・えひめ大会」

と「子規・漱石生誕 150 年記念事業」の開催が予定されてい

ます。まちづくり協議会でもこの機会に関連イベントを企画

してみてはいかがでしょうか。 

準備会設立総会 
 

人口 1,082 人 

世帯数 573 世帯 

※H29.1.1 現在 

 

 

1

月
16

日(

月)

興
居
島
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備
会

の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
松
山
市
で
は
23

番
目
の
設

立
と
な
り
ま
す
。
興
居
島
地
区
は

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
地

域
課
題
の
解
決
に
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

 

 

 
ま
ち
づ
く
り
は
、
苦
し
い
も
の
で
は
な 

く
、
楽
し
い
も
の
で
す
。 

ど
ん
な
環
境
で
あ
っ
て
も
楽
し
さ
を

見
つ
け
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 松山市コミュニティ・アドバイザー 

前田 眞 アドバイザー 

Q

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
動
に
関
わ
り
始
め
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

広
島
の
大
学
（
建
築
学
科
）
に
入
学
し
、
農
山
漁

村
の
研
究
を
し
て
い
る
先
生
に
出
会
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
活
動
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
平
成

１０

年
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
し
て
い
る
方
に
影
響
を

受
け
て
、
よ
り
関
心
が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

 

Q 

地
域
づ
く
り
の
現
場
を
見
て
き
た
中
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
と
し
て
有
名
な
伊
予
市
双

海
町
で
、「
ま
ち
づ
く
り
学
校
双
海
」
の
設
立
に
関
わ

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
自
分
た
ち
で

担
う
と
い
う
意
識
が
高
く
、
み
ん
な
の
た
め
に
と
い
う

気
持
ち
で
労
を
い
と
わ
な
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。 

Q

前
田
先
生
の
考
え
る
理
想
的
な
「
ま
ち
」
と

は
？ 

 

自
分
た
ち
で
目
標
を
共
有
し
、
実
現
に
向
け
て
す
べ

て
の
人
た
ち
に
出
番
と
役
割
が
あ
る
こ
と
で
す
。
華
々

し
い
成
果
で
な
く
て
も
、
地
道
に
小
さ
な
こ
と
か
ら
積

み
重
ね
て
い
け
る
「
ま
ち
」
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

 

松山市では、子規記念博物館での特別展や記念式典な

ど様々な関連イベントが予定されています。八坂まち協

では地区にかかわりの深い正岡子規の友人、柳原極堂の

生誕 150 年を記念したイベントが予定されています。 

中川 保 会長 

「興居島の 10 年後、20

年後についてみんなでよ

く考え、話し合っていき

たいと思います。」 


